
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

( 1 )  課 題 の 抽 出   

① 建 設 技 能 者 の 処 遇 改 善   

建 設 技 能 者 は 、 異 な る 事 業 者 の 様 々 な 現 場 で 働 く た

め 、 個 人 の 能 力 の 客 観 的 な 評 価 が 困 難 で あ る ① 。 よ っ

て 本 人 ② の ス キ ル ア ッ プ が 処 遇 の 向 上 に 繋 が り に く い 。   

故 に 他 産 業 に 比 べ て 高 技 能 の 技 能 者 ③ で あ っ て も 賃 金

水 準 が 低 い 。 そ の た め 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム の

適 切 な 活 用 等 に よ る 担 い 手 の 処 遇 改 善 が 課 題 で あ る ④ 。   

 

② 適 正 な 工 期 の 設 定   

公 共 工 事 で は 、 単 年 度 の 予 算 成 立 後 の 契 約 手 続 き が

一 般 的 な た め 、 年 度 初 め と 年 度 末 の 出 来 高 に 大 き な 差

が あ る ⑤ 。 民 間 工 事 で は 事 業 採 算 性 が 厳 し く 問 わ れ る

た め 、 余 裕 の な い 工 期 設 定 と な る こ と が 多 い 。 そ れ ら

が 繁 忙 期 の ⑥ 技 術 者 の 長 時 間 労 働 に 繋 が っ て い る 。 故

に 建 築 工 事 に お け る 適 正 な 工 期 の 設 定 が 課 題 で あ る ⑦ 。   

① 若干主語述語の関係に違和感があります。評価が困難だとする人は、建設技能者ではないからで

す。→「建設技能者は・・・その能力を客観的に評価されない（傾向がある）。」 

② →「建設技能者」 

③ 主語を明確にしましょう。また、表現が重複気味ですね。→「建設業は、他産業に比べて高いスキ

ルを持つ者」 

④ 観点がありません。この場合は、「仕組み面の観点」などが考えられます。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

③ さ ら な る 生 産 性 向 上   

建 設 現 場 は 一 品 生 産 、 現 地 屋 外 生 産 、 労 働 集 約 型 生

産 の 特 長 を も つ ⑧ 。 故 に 製 造 業 の よ う な ラ イ ン 生 産 方

式 、 ロ ボ ッ ト 化 等 の 自 動 化 が 困 難 で あ る 。 し か し 、 建

設 業 で も ⑨ 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 が 適 用 と な る 中 、 生

産 性 向 上 に よ る 魅 力 向 上 ⑩ は 産 業 維 持 に 不 可 欠 で あ る 。

故 に 全 面 的 な I C T の 活 用 、 書 類 の 簡 素 化 、 中 小 企 業

へ の 支 援 等 に よ る 生 産 性 向 上 が 課 題 ⑪ で あ る 。   

 

⑧ 建設現場という主語に対しては、「がある」とした方が良いと思います。 

⑨ 「も」とありますが、何に対する追加ですか。おそらく、物流業界に加えといった意図だと推察し

ますが、この説明がないので違和感があります。→「では」 

⑤ この部分の意図するところは、発注時期に偏りがあり繁忙期を発生させているということですか

ね。そうであるならば、問題点を明確に示す必要があると思います。→「年度初めに比べ、年度末

に工事が集中する。」 

⑥ 背景の要因に対する問題点を順序だてて明確にしましょう。要因：発注時期の偏り＆余裕のない工

期→繁忙期が発生→長時間労働というロジックですよね。よって、「繁忙期の」ではなく「繁忙期

を発生させ」としてはいかがでしょうか。 

⑦ これも、観点がありません。この場合は、「制度面の観点」などが考えられます。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

( 2 )  複 数 の 解 決 策 の 提 示   

比 較 的 新 た な 投 資 が 少 な く 、 費 用 対 効 果 が 高 い た め

⑫ 、 「 適 正 な 工 期 の 設 定 」 を 最 も 重 要 な 課 題 と し 、 解

決 策 を 次 に 示 す 。   

 

① 余 裕 期 間 制 度 の 活 用   

工 事 契 約 に あ た り 余 裕 期 間 を 設 定 し 、 工 事 開 始 日 や

完 了 期 限 日 を 柔 軟 に 設 定 す る ⑬ 。 受 注 者 の ノ ウ ハ ウ を

活 か す 観 点 か ら 、 受 注 者 が 工 事 の 始 期 と 終 期 を 全 体 工

期 内 で 選 択 で き る フ レ ッ ク ス 方 式 を で き る だ け 選 択 す

る ⑭ 。   

柔 軟 な 工 期 設 定 を 通 じ 、 受 注 者 が 建 設 資 材 や 建 設 技

能 者 を 確 保 で き ⑮ 、 受 注 者 の 視 点 か ら 工 期 を 平 準 化 ⑯

で き る 効 果 が あ る 。   

⑫ 選定理由が端的かつ的確でとても良いと思います。 

⑩ 担い手確保と労働力不足の問題がごっちゃになっていますね。建設業の魅力確保は、担い手を確保

するための手段だと考えます。一方、前段で説明されている時間外労働の上限規制は、残業ができ

なくなるので労働力が低下することに対し、生産性を向上させ労働力不足を補う手段と考えます。

つまり、生産性の向上は魅力を上げるための手段と直接的に結びつかないと思います。もちろん。

生産性の向上→労働環境の改善→魅力向上という関係性にはありますので、全く無関係という訳で

はありませんが、この主張をしたいのであれば労働環境の改善というプロセスを説明すべきです。 

⑪ これも、観点がありません。この場合は、「人材面の観点」などが考えられます。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

② 工 期 設 定 支 援 シ ス テ ム の 活 用   

標 準 作 業 日 数 の 算 出 、 工 種 間 の 接 続 支 援 機 能 を 有 す

る 電 子 的 な 工 期 設 定 支 援 シ ス テ ム を 活 用 す る 。 算 出 し

た 工 期 は 過 去 の 同 種 工 事 の 統 計 的 分 析 に 基 づ く 標 準 工

期 と 照 ら し 合 わ せ 、 妥 当 性 の 検 証 を 自 動 的 に 行 う ⑰ 。

標 準 工 期 と 比 べ て 大 幅 な 工 期 圧 縮 が み ら れ た 場 合 は 注

意 喚 起 メ ッ セ ー ジ を 出 し 、 無 理 な 発 注 を 防 止 す る 。 受

発 注 者 双 方 の 業 務 負 担 を 軽 減 す る 効 果 が あ る ⑱ 。   

 

⑰ 「算出した工期は、・・・検証を自動的に行う」になっています。工期は人ではないので、受け身

ですね。→「・・・自動的に妥当性が検証されたものとなる。」あるいは主語を変えて「工期

は、・・・妥当性の検証が自動的に行われ算出される。」といった表現にすべきと考えます。 

⑬ 「・・・設定し、・・・設定する。」という構文上の違和感に加え、余裕工期を設定するのは発注

者、着工や完了日を設定するのは受注者ではありませんか。主語が異なるものが、一文に混在して

いると読み手は混乱してしまいます。また、解決策は行政目線で書くと良いでしょう。→「工事契

約にあたり、受注者が工事開始日や完了期限日を柔軟に設定できるよう、発注者に対し余裕期間の

設定を促す。」 

⑭ 受注者がフレックス方式を選択できる環境にあるのであれば、問題は解決できていますよね。これ

は発注者がフレックス方式を導入するのではありませんか。→「発注者に対し、・・・方式の導入

も促す。」 

⑮ 現状、厳しいながらも確保はできているので、「受注者は・・・の確保が容易となり、・・・」と

すべきではないでしょうか。 

⑯ 受注者ができる工期の平準化とはいったいどのようなことなのでしょうか。「円滑な工程管理が可

能」ということですかね。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

③ 施 工 時 期 の 平 準 化   

公 共 工 事 で は 、 債 務 負 担 行 為 の 積 極 的 な 活 用 に よ り 、

年 度 に 囚 わ れ な い 工 期 を 設 定 す る 。 民 間 工 事 で も 補 助

金 の 交 付 を 受 け る 業 務 は 繰 越 制 度 を 適 切 に 活 用 す る 。

さ ら に 大 規 模 な 工 事 の 見 通 し の 公 表 を 通 じ 、 工 事 時 期

の 集 中 を 回 避 す る 。 施 工 時 期 を 平 準 化 し 、 長 時 間 労 働

を 抑 制 す る 効 果 が あ る ⑲ 。  

 

( 3 )  新 た な リ ス ク と そ れ へ の 対 策   

① 工 事 費 上 昇 リ ス ク   

適 正 な 工 期 設 定 に よ り 、 こ れ ま で よ り も 全 体 工 期 が

延 び 、 全 体 ⑳ 工 事 費 上 昇 に よ り 発 注 者 予 算 と 乖 離 す る

リ ス ク が あ る 。   

対 応 策 ： 発 注 前 の 受 発 注 者 間 の 日 程 調 整 を 丁 寧 に 実 施

す る ㉑ 。 I C T 活 用 に よ る 生 産 性 向 上 に よ り ㉒ 工 期 短

縮 に 努 め る ㉓ 。   

 

⑳ 不要。 

㉑ 何の日程ですか。この調整により、なぜ工事費の上昇を防げる（工期短縮される）のですか。説明

不足ですね。 

㉒ 「・・・により、・・・による」との表現が気になります。 

⑲ ⑱と同様に、「抑制する」としましょう。 

⑱ 解決策のパートは、やることを書きます。よって、文末は「軽減する」が望まれます。また、手段

が分かりにくいので追記しましょう。→「工期設定支援システムの活用により、・・・軽減する」 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

② 契 約 事 務 の 煩 雑 化 リ ス ク   

下 請 け 構 造 の 建 設 業 界 に お い て 契 約 前 の 関 係 者 間 の

調 整 が 増 加 ㉔ し 、 労 力 が 増 加 す る リ ス ク が あ る 。   

対 応 策 ： 書 式 の 統 一 、 電 子 化 、 提 出 書 類 の 簡 素 化 に よ

り 作 業 ㉕ を 効 率 化 す る 。   

 

( 4 )  技 術 者 倫 理 、 社 会 持 続 性 の 観 点   

① 技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点   

気 候 、 社 会 情 勢 等 の リ ス ク 要 因 に よ り 労 働 環 境 確 保

と 日 程 、 品 質 確 保 の 両 立 が 困 難 な 場 合 が あ る 。 そ の よ

う な 場 合 も 客 観 的 な 情 報 に 基 づ き 公 正 に 判 断 し 、 公 衆

の 安 全 、 福 利 を 最 優 先 に 行 動 す る と と も に 、 丁 寧 な 説

明 に よ り 関 係 者 の 理 解 を 得 る ㉖ 。   

 

② 社 会 の 持 続 性 の 観 点   

建 設 業 と し て 気 候 変 動 緩 和 、 G X に 資 す る た め 、 ㉗

バ イ オ 燃 料 に よ る 建 設 機 械 の 導 入 、 工 事 監 理 の 高 度 化

㉖ 要点と留意点を書けとありますので、これを明確に記述しましょう。例えば、「行動することが要

点であり、・・・・関係者の理解促進に留意する。」といった表現が望まれます。 

㉔ 解決策の実施によってなぜ関係者間の調整が増加するのかその仕組みが分かりません。 

㉕ 調整の増加を解決する手段として、なぜ書類事務の過疎化なのか理解できません。一見して関係の

ない事柄であるように感じます。 

  →「ICT活用により生産性を向上させることで」 

㉓ 対応策なので、努力と言った姿勢ではなくやることを明確に書きましょう。→「を図る」 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

（ ダ ン プ 待 ち 時 間 短 縮 、 戻 り コ ン の 縮 減 等 ） 等 に よ り

工 事 中 の C O 2 削 減 に 留 意 す る 。  以 上  

 

㉗ ㉖と同様。例えば、「要点は、建設業として・・・に寄与することである。」といった具合に明確

化しましょう。 


